
一方的に聞いているだけよりも、気づき、学びがあってよかったです。いざ、アンケートを作ると難しくて、
もっと仮説について詳しく知っておきたいと思いました。
統計が、社会調査が……世の中にとても役に立つものだということを実感しました。
数字のおもしろさ、不思議さも教えていただけ、大変参考になりました。
「調査」が身近に感じられるようになりました。１つの質問を考えるのにも、様々な事を考慮しなければなら
ない……、逆に言えば、１つの質問であっても、得られるものは価値のあるものだと感じました。
分かりやすい説明で、調査データの分析の全体イメージを作るために、とても役立ちました。

◆

◆
◆
◆

◆

　アンケート調査は、社会の出来事・現象や人びとの意識を数字に置き換えて、それらの実態や
傾向を把握しようとするものです。選挙の世論調査から学術目的のアンケート調査、「お客様ア
ンケート」まで、今日さまざまなアンケート調査が行われており、私たちは日常的にそれらに触
れる機会があります。しかし、アンケートを作成して実施するとなると案外難しいものです。実
際に困った経験をお持ちの方は少なくないと思います。このセミナーでは、受講生がアンケー
ト調査の目的・特色と一連のながれを理解し、実践で応用できるスキルを身につけることを目
的としました。
　第１回「調査の設計から調査票の作成まで」（2010年11月20日）では、「社会調査への招待」を簡単に説明した後、受講生は各自「アン
ケート」を作りました。
　とりあえず自分の思うようにアンケートを作ってみる、作ったものを受講生同士で講評しあい、「アンケート作りはたいへんだけ
ど楽しい」ということを感じてもらいました。その後で、「アンケート作りのコツ」のレクチャーを行いました。自分たちでいろいろと
考えた後にコツを知ることで、受講生は、より具体的・現実的に、アンケート作りを体験することができたのではないでしょうか。
第１回のセミナーの後、受講生の方が作成したアンケートを、大学学部生に協力してもらい、回答してもらいました。
　第２回「データ入力から分析・レポートのまとめ方まで」（2010年12月11日）では、まず、回答済のアンケートのデータをExcel（表計
算ソフト）に入力しました。そのあと、ExcelとSPSS（統計ソフト）を用いて、度数分布表・クロス表や100％棒グラフを作成して、分析を
行いました。そして最後に、調査レポートの作成（構成や図表の提示の仕方など）とあわせて、回答済のアンケートの管理や調査協力
者・社会への還元といった、調査後に注意すべきことがらを学びました。
　このセミナーのねらいは、アンケート調査の目的とながれを体得して、難しさとともにその醍醐味・面白さを実感する、そして、次
のステップにつなげることにありました。受講生からは、時間が足らなかった、SPSSの応用的な使い方を学びたい、配布資料を頼りに
しながら頑張りたい、といった声をいただいています。そういった意味では、目的はじゅうぶんに果たされたものと評価しています。

第６回専門セミナー第６回専門セミナー
「調査票調査（アンケート調査）の技法をマスターする」「調査票調査（アンケート調査）の技法をマスターする」
を開催しました。を開催しました。

第６回専門セミナー
「調査票調査（アンケート調査）の技法をマスターする」
を開催しました。

講師：工藤　保則（龍谷大学　社会学部准教授）

講師：津島　昌寛（龍谷大学　社会学部准教授）

最後に、受講生の皆さんからの感想をいくつか紹介させていただきます。

２０１０年１１月２０日（土）
「調査の設計から調査票の作成まで」

２０１０年１２月１１日（土）
「データ入力から分析・レポートのまとめ方まで」

第１回

第２回
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第５回専門セミナー　「子どもたちに豊かな学童期を保障するために
～学童期に関わる専門職のための学びと交流～」を開催しました！

2010年6月19日［土］

2010年7月4日［日］

2010年7月18日［日］

★ホームページや「福祉フォーラム通信」をとおして、各種イベント等の情報発信をしていきます。

お 問 い 合 せ

龍谷大学福祉フォーラム事務局（ＲＥＣ滋賀内）
〒520-2194　滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5 
TEL／077-543-7744　FAX／077-543-7771 
E-mail／r-fukushi@ad.ryukoku.ac.jp　　
ホームページ／http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/fukushi/

８

８
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龍谷大学福祉フォーラムの開催
講演会やシンポジウム、分科会、実践報告などを多彩に組み合わせ、テーマにもとづき開催します。
● 年1回開催します。
● 対　象／福祉フォーラム会員、地域住民、当事者、専門職、学生など、どなたでも参加できます。
● 参加費／無料

社会問題や社会福祉課題について具体的なテーマを取り上げて連続講座を行います。
● 年1～2回開講します。
● 対　象／福祉フォーラム会員、当事者、専門職、地域住民など
● 参加費／有料
● 定　員／各50名程度

公開講座「共生塾」の開講

「共生塾」の専門職向け版です。医療、教育、福祉などの現場で直面する問題について解決策や展望を学際的に追
求していきます。
● 年2～3回、各3回程度連続で開講します。
● 対　象／福祉フォーラム会員、専門職
● 参加費／有料
● 定　員／各20～50名程度

専門セミナーの開講

テーマを、「地方自治と福祉のまちづくり」～住民の方々が安心して暮らせるまちづくり～として開催します。
● 日　時／7月上旬
● 参加費／無料
● 場　所／長浜勤労者福祉会館「臨湖」

シンポジウムの開催

2011年度の福祉フォーラム会員入会の申込みを受付（4月1日開始）いたします。

■「20112011年度の事業概要（予定）」年度の事業概要（予定）」■「2011年度の事業概要（予定）」


